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紀美野町第４回定例会会議録 

 令和４年１１月２９日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 令和４年１１月２９日（火）午前９時００分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期決定の件 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４        仮議長の選任を議長に委任する件 

 第 ５ 議案第５０号 令和３年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

            （委員長報告） 

 第 ６ 議案第５１号 令和３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について（委員長報告） 

 第 ７ 議案第５２号 令和３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について（委員長報告） 

 第 ８ 議案第５３号 令和３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

            定について（委員長報告） 

 第 ９ 議案第５４号 令和３年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について（委員長報告） 

 第１０ 議案第５５号 令和３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について（委員長報告） 

 第１１ 議案第５６号 令和３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について（委員長報告） 

 第１２ 議案第５７号 令和３年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について（委員長報告） 

 第１３ 議案第５８号 令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定 

            について（委員長報告） 

 第１４ 議案第８１号 紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を改正する 

            条例について 

 第１５ 議案第８２号 紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を改正する 
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            条例について 

 第１６ 議案第８３号 紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について 

 第１７ 議案第８７号 工事請負契約の締結について 

 第１８ 議案第７７号 紀美野町個人情報保護法施行条例の制定について 

 第１９ 議案第７８号 紀美野町個人情報保護審査会条例の制定について 

 第２０ 議案第７９号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整 

            備に関する条例の制定について 

 第２１ 議案第８０号 紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

 第２２ 議案第８４号 紀美野町児童館条例の一部を改正する条例について 

 第２３ 議案第８５号 指定管理者の指定について 

 第２４ 議案第８６号 指定管理者の指定について 

 第２５ 議案第８８号 令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）について 

 第２６ 議案第８９号 令和４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

            について 

 第２７ 議案第９０号 令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

            について 

 第２８ 議案第９１号 令和４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１ 

            号）について 

 第２９ 議案第９２号 令和４年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計補正予算（第３ 

            号）について 

 第３０ 議案第９３号 令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

            について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第３０まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 
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               １番 桐 山 尚 己 君 

               ３番 藤 井 基 彰 君 

               ４番 上 柏 睆 亮 君 

               ５番 七良浴   光 君 

               ６番 田 代 哲 郎 君 

               ８番 北 道 勝 彦 君 

               ９番 向井中 洋 二 君 

              １０番 美 野 勝 男 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 

              １２番 伊 都 堅 仁 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

             な  し 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 小 川 裕 康 君 

            副 町 長 細 峪 康 則 君 

            教 育 長 東 中 啓 吉 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 坂   詳 吾 君 

            企画管財課長 中 前 貴 康 君 

            住 民 課 長 東 浦 功 三 君 

            税 務 課 長 坂   昌 美 君 

            保健福祉課長 森 谷 善 彦 君 

            産 業 課 長 吉 見 將 人 君 

            建 設 課 長 米 田 和 弘 君 

            教 育 次 長 曲 里 充 司 君 

            会 計 管 理 者 太 田 具 文 君 

            水 道 課 長 長 生 正 信 君 
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            まちづくり課長 湯 上 増 巳 君 

            美 里 支 所 長（湯  上  増  巳）君 

            代表監査委員 菊 本 邦 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な  し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 井戸向 朋 紀 君 

            事 務 局 書 記 西 本 貴 哉 君 
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 開 会 

○議長（伊都堅仁君）    皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、令和４年第４回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（伊都堅仁君）    これから、本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、３番、藤井基彰

君、４番、上柏睆亮君を指名します。 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２、会期決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から調査結果を報告願います。 

  議会運営委員長、向井中洋二君。 

（議会運営委員長 向井中洋二君 登壇） 

○議会運営委員長（向井中洋二君）    おはようございます。 

  それでは、委員長報告をさせていただきます。 

  去る１１月２４日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について御報

告をいたします。 

  会期は、本日から１２月１４日までの１６日間とし、会期中の会議予定につきまして

は、お手元に配付の会期日程表のとおりであります。 

  以上で、報告を終わります。 

（議会運営委員長 向井中洋二君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から１２月１４日までの１６日間と

したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 
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  したがって、本定例会の会期は、本日から１２月１４日までの１６日間と決定しまし

た。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告書が提出されております。 

  お手元に配付のとおりであります。御了承願います。 

  次に、本日までに受理した陳情及び要望は、お手元に配付しました陳情・要望文書表

のとおり、総務文教常任委員会並びに産業建設常任委員会に付託しましたので、報告し

ます。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許します。 

  町長、小川君。 

（町長 小川裕康君 登壇） 

○町長（小川裕康君）    皆さん、おはようございます。 

  それでは、議長のお許しをいただきましたので、開会に当たりまして、一言御挨拶並

びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、令和４年第４回紀美野町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位をは

じめ関係者の皆様方には、何かと御多忙中にもかかわりませず、御出席を賜り、開会の

運びとなりましたことに心より厚く御礼を申し上げます。 

  さて、令和４年３月１日にこの場で宣言させていただきました「紀美野町子ども子育

て応援宣言」に関しまして、役場全庁的な組織として紀美野町子育て支援推進本部を立

ち上げ、子育て支援策の検討を重ねております。なお、支援施策の一つとして、在宅育

児手当の拡充に係る予算を令和４年第２回臨時会で御可決いただき、既に実施している

ところであります。 

  また、本年６月議会で御可決いただき実施いたしました「かじか荘温泉井戸調査」の

結果についてでありますが、井戸の構造等に異常はなく、水道（みずのみち）などが変

化している可能性が高いと考えられ、現状ではこれ以上対策方法はないとのことでござ

いました。今後も美里の湯かじか荘の魅力の向上や利用者を呼び込むための様々な取組

を行ってまいりたいと考えてございます。 

  また、町営住宅野中団地において、１０月末に入居者から住宅が傾いているとの報告
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を受け、現地を確認したところ、地盤沈下が原因と思われる住宅の傾きが一部の住宅に

あることが判明いたしました。入居者の方々に安心して住んでいただけるよう早急に対

応してまいるため、対策費用を今補正予算に計上しております。 

  また、１１月２４日には、上柏副議長様をはじめ関係の皆様に御臨席いただき、消防

庁舎造成工事の安全祈願祭を執り行いました。いよいよ造成工事着工の運びとなり、大

変うれしく思ってございます。 

  次に、地域住民の皆様がその完成を心待ちにしていただいておりました国道３７０号

国吉毛原トンネルがこのほど立派に完成いたしました。来月４日には、伊都議長をはじ

め議員の皆様方にも御出席いただき、県と共催で開通式が開催されることとなってござ

います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

  さて、今定例会に上程している案件は、議案第７７号から議案第９３号までの１７件

であります。 

  職員の定年延長に係る関係条例の整備を含む条例の制定に関する案件が３件、人事院

勧告に伴う職員給与条例の一部を改正する条例など、条例の一部改正をする案件が５件、

指定管理者の指定に関する案件が２件、工事請負契約の締結に関する案件が１件、令和

４年度一般会計及び特別会計等の補正予算に関する案件が６件であります。 

  一般会計補正予算（第７号）の主なものといたしましては、先ほど申し上げた町営住

宅野中団地の地盤沈下対策のための予算や、町道市場箕六線道路災害復旧工事費等の予

算を計上してございます。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決いただきますよう、よろしくお願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

（町長 小川裕康君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    次に、一般質問の通告書は１１月３０日、午後２時までに

提出願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 仮議長の選任を議長に委任する件 

○議長（伊都堅仁君）    日程第４、仮議長の選任を議長に委任する件を議題としま

す。 

  お諮りします。 
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  地方自治法第１０６条第３項の規定により、この会期中における仮議長の選任を議長

に委任願いたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、会期中における仮議長の選任を議長に委任することに決定しました。 

  この会期中における仮議長に、９番、向井中洋二君を指名します。 

◎日程第 ５ 議案第５０号 令和３年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第 ６ 議案第５１号 令和３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第 ７ 議案第５２号 令和３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入 

              歳出決算の認定について 

◎日程第 ８ 議案第５３号 令和３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第 ９ 議案第５４号 令和３年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の 

              認定について 

◎日程第１０ 議案第５５号 令和３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

              歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１１ 議案第５６号 令和３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第１２ 議案第５７号 令和３年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第１３ 議案第５８号 令和３年度紀美野町西部簡易水道事業会計歳入歳出決算の 

              認定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第５、議案第５０号、令和３年度紀美野町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第１３、議案第５８号、令和３年度紀美野町西部

簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定についてまで、９議案を一括議題とします。 

  本決算の認定について、委員長から審査経過及び結果を報告願います。 

  決算審査特別委員会委員長、上柏睆亮君。 

（決算審査特別委員長 上柏睆亮君 登壇） 



－９－ 

○決算審査特別委員長（上柏睆亮君）    皆様、改めて、おはようございます。 

  さきの定例会における、９月１３日の本会議において、決算審査特別委員会に審査付

託されました議案第５０号から議案第５８号までの令和３年度各会計決算関係の９議案

につきまして、去る１０月４日及び７日の２日間にわたり慎重に審査を行いました。 

  審査の経過については、議長、監査委員を除く全員で構成された特別委員会であるこ

とから、詳細は省略させていただきます。 

  結果といたしましては、議案第５０号及び第５３号の２件については賛成多数をもっ

て、また、議案第５１号、第５２号及び第５４号から第５８号までの７件については、

全会一致をもっていずれも認定すべきと決しました。 

  執行部におかれましては、本年度予算の適正な執行をお願いするとともに、長期化す

るコロナ禍において大変ではありますが、令和５年度予算編成に取り組んでいただきた

く要望申し上げ、報告を終わります。 

（決算審査特別委員長 上柏睆亮君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    これから議案第５０号から議案第５８号まで、委員長に対

する一括質疑を行います。 

               （「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第５０号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

               （「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論はありませんか。 

               （「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５０号を採決します。 

  議案第５０号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり、認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５０号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５１号に対し討論を行います。 
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  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５１号を採決します。 

  議案第５１号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５１号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５２号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５２号を採決します。 

  議案第５２号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５２号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５３号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５３号を採決します。 
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  議案第５３号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５３号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５４号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５４号を採決します。 

  議案第５４号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５４号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５５号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５５号を採決します。 

  議案第５５号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５５号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５６号に対し討論を行います。 
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  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５６号を採決します。 

  議案第５６号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５６号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５７号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５７号を採決します。 

  議案第５７号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５７号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第５８号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第５８号を採決します。 
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  議案第５８号に対する委員長報告は認定とするものです。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５８号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

◎日程第１４ 議案第８１号 紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を改正 

              する条例について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１４、議案第８１号、紀美野町議会の議員報酬及び

費用弁償等条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    おはようございます。それでは、議案書の５９ページ

をお開きください。 

  議案第８１号、紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を改正する条例に

ついて。 

  紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を次のとおり改正したいので、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  特別職の職員の給与に関する法律が改正されたことに伴い、紀美野町議会の議員報酬

及び費用弁償等条例の改正を行うものでございます。 

  次の６０ページを御覧ください。 

  紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を改正する条例でございます。 

  紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部改正。 

  第１条、紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中下線の部分である。 

  第６条第２項中１００分の１６０を１００分の１６５に改めるものでございます。 

  これにつきましては、本年１２月期に支給する期末手当に係る支給割合の改正でござ

います。 

  次の６１ページを御覧ください。 
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  第２条、紀美野町議会の議員報酬及び費用弁償等条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中下線の部分である。 

  第６条第２項中１００分の１６５を１００分の１６２.５に改めるものでございます。 

  これにつきましては、令和５年度以降において、６月期と１２月期に支給する期末手

当に係る支給割合の改正でございます。 

  この改正により、年間０.０５か月分、期末手当が増えることとなります。つまり現

行では期末手当は年間３.２か月分支給されておりますが、改正後は３.２５か月分とな

ります。 

  附則といたしまして、この条例は公布の日から施行する。 

  ただし、第２条の規定は、令和５年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８１号の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    これから質疑を行います。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    おはようございます。それでは、少しお聞きしたいと思

います。 

  これ、今、説明があったとおり、３.２か月が３.２５か月ということで上げられると

いうことでございます。これについては、議会に対するいろんな御批判もある中で、こ

の費用弁償条例、これの改正は、議会についてはやらなければならないものであるのか

どうか、それについてお聞きしたいと思います。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、美濃良和議員の御質疑にお答えをいたしま

す。 

  この改正につきましては、国の法律の改正並びに人事院勧告によりまして国の法律の

改正がありまして、国も県の人事院のほうもこういう改正を行うということで、行って

いるものでございますので、それに準じて当町のこの条例の改正も行っていくというも
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のでございますので、御理解いただきたいと思います。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    この人勧に伴うというふうに言われましたかね。ちょっ

と聞き取りにくかったんですが、まず確認したいと思います。 

○総務課長（坂 詳吾君）    人事院勧告です。 

○１１番（美濃良和君）    私たち議会も、この間、区長会の皆さん方と懇談会を持

ちました。その中でもいろんな御意見ございましたけども、中には議会に対する御批判

があって、定数を考えたらどうかというふうな御意見もございました。私は委員長とい

う立場で、そのことについては置いときますけれども、普通、議会というのは、この場

で町民の声をたくさん披瀝、提案し、そして、町政が正しく反映していくためにするも

のですから、普通に考えるならば、議会の定数というのは増やしても、減らすべきでは

ないというふうになるのではないかというふうに思います。 

  今後、いろいろと検討はしなきゃなりませんけれども、取りあえず、そういうふうな

点で考えた場合、この減らせという御意見は、要するに、予算以外にはないわけですよ

ね。こういうふうに意見をどんどんと、議会制民主主義というこの制度を取っていく場

合については、これは当然もう一人でも多くの議員の皆さん方がこの議会の場で発言を

すると。我々は４年間、有権者の皆さんから、この場で発言をすることを許されてきて

いるわけですから、その実行をしていくということがなければならんというふうに思う

んです。そういうことでありますから、この我々に対してそういうふうな御意見がある

とするならば、それはやっぱりこの報酬の面で、できるだけ有権者の皆さん方に分かっ

てもらえるとしたら、この上げていくということについては、これは若干問題があるか

と、そのように私は感じたんでございますけれども、どうしてもこの人勧は実施しなけ

ればならないと、そういうものであるんかどうか、それについてもお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（伊都堅仁君）    町長、小川君。 

○町長（小川裕康君）    それでは、私から、美濃議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず、議員がおっしゃられた定数のことについて、この場では若干違うと思いますの

で、この条例改正の部分についてお答え申し上げます。 

  先ほど、総務課長も申したように、国の人事院は国に対して勧告を行いました。和歌
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山県人事委員会は和歌山県に対して勧告を行われています。それに基づいて、私ども、

条例提案をしているわけなので、人事院勧告におきましては、勧告の内容というのは、

昨年は手当の率が少し下がりました。今回は上がるという、上がるときもあるし、下が

るときもあるというのは、だから、それは人事院がいろんな調査の中で、民間との比較

をした上での判断によるものでありまして、我々、その人事院もしくは和歌山県の人事

委員会の勧告に基づいて、条例改正案を提案させていただいているところでありますの

で、そういうことで御理解いただきたいなと思います。 

  以上です。 

○議長（伊都堅仁君）    ほかに質疑ありませんか。 

  １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    要するに、その人事院勧告というのがあったとしても、

それは絶対にやらなければならないということにはないわけですね。 

○議長（伊都堅仁君）    町長、小川君。 

○町長（小川裕康君）    お答えをいたします。 

  必ずしなければいけないというものではないというふうに理解しております。 

  以上です。 

○議長（伊都堅仁君）    ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第８１号に対して討論を行います。 

  反対討論を行います。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    私は反対の立場から討論を行ってまいりたいと思います。 

  今、確かに議会の議員に成り手がないと、そういうふうなことで、報酬の高い市は多

いですけれども、報酬の少ない町村においては、なかなか成り手が少ないというふうな

ことが現実的に起こってきています。そういう点で、この報酬問題についても真剣に考

えなければならないというふうには思います。しかし、今、またそれに対して、この議

会に対するまた御批判の声もあると。これも事実であります。これについては、議会の

活動というのが十分に選んでいただいた有権者の皆さん方に伝わっていないということ
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もあるかというふうに思うんです。 

  いろんな指標なんかがございますけれども、我々は、この町を少しでも活性化してい

かなきゃならない、そういう前向きな討論を行う、それがこの議会のあるべき姿だとい

うふうに思います。そういう点で、議会の数、それから報酬というふうに考えたならば、

たとえ報酬を減らしてでも、この議員の数を保つというのが普通であるかというふうに

思うんです。そういう点で、今回のこの期末手当の引上げということでございますけれ

ども、金額は大きいというふうなことでもございませんけれども、しかし、そういう立

場からするならば、この引上げということはやはり問題があるかというふうに思います。

そういう点で、この引上げ案に反対いたします。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    ほかに反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第８１号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

○議長（伊都堅仁君）    起立多数です。 

  したがって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

◎日程第１５ 議案第８２号 紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を改正 

              する条例について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１５、議案第８２号、紀美野町長、副町長及び教育

長の給与等条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の６２ページをお開きください。 
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  議案第８２号、紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を改正する条例に

ついて。 

  紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を次のとおり改正したいので、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  一般職の国家公務員の給与改定に準じ、特別職の職員の給与に関する法律が改正され

たことに伴い、紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の改正を行うものでござい

ます。 

  次の６３ページを御覧ください。 

  紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を改正する条例でございます。 

  紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部改正。 

  第１条、紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中下線の部分である。 

  第５条第１項ただし書中、１００分の１６２.５を１００分の１６７.５に改めるもの

でございます。 

  これにつきましては、本年１２月期に支給する期末手当に係る支給割合の改正でござ

います。 

  次の６４ページを御覧ください。 

  第２条、紀美野町長、副町長及び教育長の給与等条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中下線の部分である。 

  第５条第１項ただし書中、１００分の１６７.５を１００分の１６５に改めるもので

ございます。 

  これにつきましては、令和５年度以降において６月期と１２月期に支給される期末手

当の支給割合の改正でございます。 

  この改正により、年間０.０５か月分、期末手当が増えることとなります。 

  つまり、現行では期末手当は年間３.２５か月分支給されておりますが、改正後は３.

３か月分となります。 

  附則の内容につきましては、この条例は公布の日から施行する。 

  ただし、第２条の規定は、令和５年４月１日から施行するものでございます。 
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  以上、簡単ではございますが、議案第８２号の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    これから質疑を行います。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第８２号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第８２号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

◎日程第１６ 議案第８３号 紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１６、議案第８３号、紀美野町職員給与条例の一部

を改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の６５ページをお開きください。 

  議案第８３号、紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町職員給与条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  人事院の職員給与の改定に関する勧告により、国家公務員の一般職の職員の給与に関

する法律が改正されたことに伴い、紀美野町職員給与条例の改正を行うものでございま
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す。 

  次の６６ページをお開きください。 

  紀美野町職員給与条例の一部を改正する条例でございます。 

  改正内容でございますが、まず、改正条例第１条について御説明申し上げます。 

  勤勉手当について規定してございます第２３条第２項第１号中の改正につきましては、

本年１２月期の支給割合を再任用職員以外の職員については１００分の９５を１００分

の１０５に改めるものでございます。 

  また、同項第２号中の改正につきましては、本年１２月期の勤勉手当の支給割合を再

任用職員については１００分の４５を１００分の５０に改めるものでございます。 

  次に、民間給与との較差を解消するための初任給及び若年層の給料月額の引上げを行

うため、別表第１、別表第２及び別表第３を改正してございます。これらの別表につき

ましては、議案書６７ページから８３ページに掲載をしてございます。 

  続きまして、議案書の８４ページの改正条例第２条につきまして御説明申し上げます。 

  これにつきましては、令和５年度以降において６月期と１２月期に支給される勤勉手

当の支給割合の改正でございます。 

  勤勉手当について規定してございます第２３条第２項第１号中の改正につきましては、

支給割合を再任用職員以外の職員については１００分の１０５を１００分の１００に改

めるものでございます。 

  また、同項第２号中の改正につきましては、勤勉手当の支給割合を再任用職員につい

ては１００分の５０を１００分の４７.５に改めるものでございます。 

  この改正により、再任用職員以外の職員については年間０.１か月分、勤勉手当が増

えることとなります。 

  つまり、現行では勤勉手当は年間１.９か月分支給されておりますが、改正後は２.０

か月分となります。 

  また、再任用職員については年間０.０５か月分、勤勉手当が増えることとなります。 

  つまり、現行では勤勉手当は年間０.９か月分支給されておりますが、改正後は０.９

５か月分となります。 

  議案書の８５ページの附則について御説明申し上げます。 

  第１条では、この条例は公布の日から施行するものでございますが、改正条例第２条

の規定につきましては、令和５年４月１日から施行するものでございます。 



－２１－ 

  また、適用区分といたしまして、第１条の規定による改正後の紀美野町職員給与条例

につきましては、令和４年４月１日から適用するものでございます。 

  第２条では、条例第１条の適用前に支給した給与は、改正後の条例の規定の給与の内

払いとみなす規定でございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８３号の説明といたします。よろしくお願いい

たします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    これから質疑を行います。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    今、いろいろと御説明いただいたわけでございますけれ

ども、全て上がるということでございます。今、まさに大変な物価が上がってきている

中で、引上げが当然必要であるかというふうに思うんですけれども、さて、この会計年

度任用職員ですね。先ほどの説明ではそのことについてはなかったわけでございますけ

れども、特にこの辺のところが国の法律にも矛盾があるようでございますけれども、う

ちの町においてはどうであるのか、その辺をもう少し御説明願いたいと思います。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、美濃良和議員の御質疑にお答えをいたしま

す。 

  まず、今回の改正につきましては、勤勉手当の改正ということが一つでございます。

会計年度任用職員につきましては、勤勉手当というのはございませんので、今回は会計

年度につきましては勤勉手当はないというものでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    会計年度任用職員というふうに名称も変わった。この法

律も変わってきたわけでございますけれども、この時点で、国のほうの職員について、

勤勉手当がなかったと。この臨時職の方々ですね、正規職員じゃない方々について。そ
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れについて、現在は国のほうでもその勤勉手当があると、非正規の方についても。であ

ることで、非常に矛盾が起こってきているわけなんですよね。うちの町についても、そ

の辺のところを整理して、うちの町の独自のこの条例でもって手当を支給するというこ

とについてはできないんですか。 

○議長（伊都堅仁君）    総務課長、坂君。 

○総務課長（坂 詳吾君）    美濃良和議員の再質疑にお答えいたします。 

  国におきましては、会計年度任用職員というものはございませんので、その分、町の

ほうのみと。町のほうといいますか、地方公共団体のみでございますので、町のほうの

みの会計年度任用職員ということでございますので、御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（伊都堅仁君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    非正規の職員はあるでしょう、国でも。そこのところの

問題はどうなっているんですか。以前はそういうことで、国のほうは、非正規について

は、このように手当を支給しないということであったけれども、現在は支給されている

と私は聞いていますけれども、そういうふうに非常に矛盾があるというふうに思います。

まして、うちの職員さんも、さきの質問で聞いたように、１６０人もおられると、この

町で。その方々が現在の正規職員の１８１人、この辺の数字からしても、片やある、片

やないということについては、この問題、矛盾が出てこないのか、その辺についてはど

うですか。うまくいくということになりますか。 

○議長（伊都堅仁君）    総務課長、坂君。 

○総務課長（坂 詳吾君）    美濃良和議員の再々質疑にお答えをいたします。 

  会計年度任用職員さんの勤勉手当については、今、国のほうでもちょっと議論されて

おりまして、今後、その分については、当町においても検討をしていきたいというふう

に考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（伊都堅仁君）    ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第８３号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第８３号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 

◎日程第１７ 議案第８７号 工事請負契約の締結について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１７、議案第８７号、工事請負契約の締結について

議題とします。 

  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の９４ページをお開きください。議

案参考資料１から２ページも併せて御覧いただきたいと思います。 

  議案第８７号、工事請負契約の締結について。 

  次のとおり工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  この契約につきましては、令和３年第４回紀美野町議会定例会で御可決をいただきま

した債務負担行為補正のうち、令和５年度の６,０４０万１,０００円に係る部分の契約

でございます。 

  契約の目的は、地上デジタル放送設備機器更新工事でございます。平成２２年３月３

１日から稼働している地上デジタル放送再送信設備にある電子機器の更新を行うととも

に、映像品質の改善を図るため光ケーブルへの変更及び監視装置の更新を行うものでご

ざいます。契約方法は随意契約で、契約金額は６,０４０万１,０００円。契約の相手方

は大阪市中央区常盤町１丁目３番８号中央大通ＦＮビル１１階、株式会社ＮＨＫテクノ

ロジーズ大阪総支社、総支社長、嶋田豊秋でございます。 

  契約相手の選定理由としまして、今回の契約の相手方である株式会社ＮＨＫテクノロ
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ジーズ大阪総支社は、当町の地上デジタル放送設備の当初設計及び工事を行った業者で

あり、設備の詳細を把握しており、運用開始から現在まで保守業務も行っているため改

善箇所も把握できており、有効的な施工を行うことができることから、契約の相手方と

したいものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８７号の説明とさせていただきます。どうかよ

ろしくお願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第８７号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第８７号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８７号は原案のとおり可決されました。 

◎日程第１８ 議案第７７号 紀美野町個人情報保護法施行条例の制定について 

◎日程第１９ 議案第７８号 紀美野町個人情報保護審査会条例の制定について 

◎日程第２０ 議案第７９号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例 

              の整備に関する条例の制定について 

◎日程第２１ 議案第８０号 紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 

              について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１８、議案第７７号、紀美野町個人情報保護法施行

条例の制定についてから、日程第２１、議案第８０号、紀美野町職員の定年等に関する

条例の一部を改正する条例についてまで４議案を一括議題とします。 
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  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第７７号、紀美野町個人情報保護法施行条例の制定について。 

  紀美野町個人情報保護法施行条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する

法律第５０条及び第５１条の規定により個人情報の保護に関する法律が改正され、令和

５年４月１日から地方公共団体にも同法の規定が適用されることとなったため、紀美野

町個人情報保護条例を廃止し、紀美野町個人情報保護法施行条例を新たに制定するもの

でございます。 

  ２ページをお開きください。 

  紀美野町個人情報保護法施行条例。 

第１条、趣旨としまして、この条例は個人情報の保護に関する法律の施行に関し必要

な事項を定めるものでございます。 

  第２条、定義としまして、当条例の規定が適用される実施機関について定めるもので

ございます。 

  第３条は、個人情報ファイルの保有等に関する事前通知について規定するものでござ

います。 

  個人情報ファイルとは、一定の事務の目的を達成するために特定の保有個人情報を容

易に検索することができるように、体系的に構成した保有個人情報を含む情報の集合物

ですが、第１項は、実施機関が個人情報ファイルを保有しようとするときは、事前に町

長に通知するとするものでございます。 

  第２項は、第１項の規定について、個人情報の保護に関する法律第７４条第２項各号

に掲げるものには適用しないとするものでございます。 

  第３項は、第１項の規定により通知した個人情報ファイルについて、実施機関が保有

をやめたときなどに町長に対し通知することを規定するものでございます。 

  第４条は、手数料等について規定するものでございます。開示請求に係る手数料につ

いては無料とし、保有個人情報は、記録されている地方公共団体等行政文書の写しの作
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成及び送付に要する費用については、町長が定める額を徴収するものでございます。従

前の紀美野町個人情報保護条例第３１条と同様の取扱いとする規定となっております。 

  第５条は、開示決定等の期限についての規定でございます。個人情報保護法では、開

示決定等の期限が３０日以内となっておりますが、従前のとおり、１５日以内とし、事

務処理上の困難、その他正当な理由があるときは、３０日以内に限り延長することがで

きるとするものでございます。 

  ２ページから３ページにかけて、第６条は、開示決定等の期限の特例の規定でござい

ます。 

  第５条の規定により、最長４５日となる期限について、事務の処理に著しい支障が生

ずるおそれがある場合には、保有個人情報の相当の部分につき、当該期間内に開示決定

等をし、残りの保有個人情報については、相当の期間内に開示決定等をすれば足りると

規定するものでございます。 

  第７条は、審査会への諮問に係る規定でございます。個人情報の適正な取扱いを確保

するため、専門的な知見に基づく意見を聞くことが特に必要であると認めるときに、各

号のいずれかに該当する場合、紀美野町個人情報保護審査会に諮問することができる規

定でございます。 

  第８条は、委任としまして、この条例の実施のため必要な事項は規則で定めるもので

ございます。 

  続いて、附則でございます。 

  第１条は、施行期日を令和５年４月１日とするものでございます。 

  第２条は、紀美野町個人情報保護条例は廃止するものでございます。 

  ４ページの第３条は、紀美野町債権管理条例の一部改正に係るもので、紀美野町個人

情報保護条例の廃止に伴う引用条例等の変更でございます。 

  ５ページの第４条は、紀美野町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

の一部改正に係るもので、紀美野町個人情報保護条例の廃止に伴う引用法令の変更でご

ざいます。 

  ６ページの第５条は、経過措置に係る規定でございます。 

  第１項は、各号に掲げるものに係る廃止前の紀美野町個人情報保護条例の規定に基づ

く個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、または不当な目的に使用してはならない義

務については、なお従前の例によるものとするものでございます。 
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  第２項は、施行日前に請求された個人情報の開示、訂正、削除、利用中止及び利用停

止の取扱いについては、なお従前の例によるとするものでございます。 

  第３項は、施行日前に旧条例の規定による個人情報保護審査会にされた諮問は審査会

にされたものとみなし、旧条例に規定する調査審議については、なお従前の例によるも

のとするものでございます。 

  第４項は、旧条例の規定による個人情報保護審査会の委員に係る職務上知り得た秘密

を漏らしてはならない責務については、なお従前の例によるとするものでございます。 

  ６ページから７ページにかけて、第５項は、各号に掲げる者が正当な理由がないのに、

この条例の施行前に保有していた個人情報ファイルをこの条例の施行後に提供したとき

は、２年以下の懲役または１００万円以下の罰金とする罰則規定でございます。 

  第６項は、第５項、各号に掲げるものがその業務に関して知り得たこの条例の施行前

に保有していた旧個人情報をこの条例の施行後に自己もしくは第三者の不正な利益を図

る目的で提供した、または盗用したときは、１年以下の懲役または５０万円以下の罰金

に処する罰則規定でございます。 

  第６条は、旧条例の規定がその効力を失う前にした違反行為の処罰については、その

失効後もなお従前の例によるとするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第７７号、紀美野町個人情報保護法施行条例の制

定についての説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の８ページをお開きください。 

  議案第７８号、紀美野町個人情報保護審査会条例の制定について。 

  紀美野町個人情報保護審査会条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する

法律第５０条及び第５１条の規定により、個人情報の保護に関する法律が改正され、令

和５年４月１日から地方公共団体にも同法の規定が適用されることとなり、紀美野町個

人情報保護審査会について規定されていた紀美野町個人情報保護条例が廃止されること

に伴い、紀美野町個人情報保護審査会条例を新たに制定するものでございます。 

  ９ページをお開きください。 

  紀美野町個人保護審査会条例。 
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第１条は、個人情報保護法及び紀美野町議会個人情報保護条例に基づく個人情報保護

制度の適正かつ公正な運営の確保のため、個人情報保護審査会を置くとするものでござ

います。 

  第２条は、審査請求等についての調査審議等、審査会の所掌事務を規定するものでご

ざいます。 

  また、第２項では、個人情報保護制度の運営に関する重要事項について、実施機関に

意見を述べることができるとするものでございます。 

  第３条は、審査会は５人以内の委員をもって組織する規定でございます。 

  第４条は、町長が委嘱する審査会の委員について、任期は３年とし、再任されること

ができ、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならないと規定するものでございま

す。 

  ９ページから１０ページにわたりまして、第５条は、審査会の調査権限について規定

するもので、必要があると認めるとき、実施機関等に対し保有個人情報の提示を求める

ことができ、実施機関等はこれを拒んではならないとするものでございます。 

  また、第３項では、必要があると認めるときには、実施機関等の職員等に対して出席

を求め、意見、説明を聞き、資料の提出を求めることができるとするものでございます。 

  第６条は、意見の陳述について規定するもので、審査請求人等から申立てがあったと

きは、口頭で意見を述べる機会を与えなければならないとするものでございます。 

  第７条は、審査会の行う調査審議の手続は公開しないとする規定でございます。 

  第８条は、委任としまして、審査会の組織及び運営に関し必要な事項は規則で定める

ものでございます。 

  附則としまして、この条例は令和５年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第７８号、紀美野町個人情報保護審査会条例につ

いての説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の１１ページをお開きください。 

  議案第７９号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定について。 

  地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を次の

とおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 
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  提案理由でございますが、地方公務員法が改正され、段階的に定年が引き上げられる

こと等に伴い、関係条例の整備を行うものでございます。 

  １２ページをお開きください。 

  地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例。 

  第１条は、紀美野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正でござい

ます。 

  第３条について、地方公務員法の改正に伴う引用条項の変更でございます。 

  １３ページをお開きください。 

  第２条は、紀美野町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正でござ

います。 

  第１条について、地方公務員法の改正に伴う文言の追加でございます。 

  また、附則としまして、降給に関する経過措置を追加するものでございます。 

  １４ページをお開きください。 

  第３条は、紀美野町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正でございます。 

  第３条の減給に係る取扱いについて、発令の日から給与月額に変更がある場合の取扱

いについての規定を追加するものでございます。 

  １５ページをお開きください。 

  第４条は、公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正でございます。 

  第２条について、地方公務員法の改正により再任用制度が廃止されることに伴う改正

でございます。 

  １６ページをお開きください。 

  １６ページから１８ページにかけての第５条は、紀美野町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部改正でございます。 

  地方公務員法の改正により、再任用制度が廃止され、定年前再任用短時間勤務制度が

開始されることに伴う名称の変更等の改正でございます。 

  １８ページをお開きください。 

  １８ページから２４ページにかけての第６条は、紀美野町職員の育児休業等に関する

条例の一部改正でございます。 

  第２条、第９条、第１４条及び第１５条について、地方公務員法の改正により再任用

制度が廃止され、定年前再任用短時間勤務制度が開始されることに伴う規定の追加、名
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称の変更等の改正でございます。 

  ２５ページをお開きください。 

  ２５ページから３９ページにかけての第７条は、紀美野町職員給与条例の一部改正で

ございます。 

  第８条の３は、地方公務員法の改正により再任用制度が廃止され、定年前再任用短時

間勤務制度が開始されることに伴う規定の変更でございます。 

  第１５条は、地方公務員法に則した文言の変更と定年前再任用短時間勤務職員に係る

規定を追加するものでございます。 

  第１８条、第２２条及び第２３条は、地方公務員法に則した文言の変更と再任用職員

を定年前再任用短時間勤務職員へと変更するものでございます。 

  ３２ページの第３０条の２は、定年前再任用短時間勤務職員に係る昇給、各種手当等

について、適用除外となるものを規定するものでございます。 

  ３２ページから３３ページにかけての附則第１２項は、６０歳に達した最初の４月１

日以降の職員の給与月額について７割水準とする規定でございます。 

  ３３ページの附則第１３項は、前項の規定が適用されない職員を定めるものでござい

ます。 

  ３３ページから３４ページの附則第１４項は、降任等された職員について、附則第１

２項の規定による給与月額が異動日の前日に受けていた給料月額の７割を下回る場合に、

その差額を支給するというものでございます。 

  ３４ページの第１５項は、第１４項の規定による給料月額等の合計額が最高の号給の

給料月額を超える場合における取扱いに関する規定でございます。 

  ３４ページから３５ページの第１６項は、異動日の前日から引き続き給料表の適用を

受ける職員で、第１４項の規定により給料を支給される職員との権衡上必要がある場合

に、規則に定めるところにより第１４項、第１５項の規定に準じて算出した額を給料と

して支給する規定でございます。 

  ３５ページの第１７項は、第１４項または第１６項の規定による給料を支給される職

員以外の第１２項の規定の適用を受ける職員で、任用の事情を考慮して権衡上必要があ

る場合には、規則で定めるところにより第１４項から第１６項の規定に準じた額を給料

として支給する規定でございます。 

  第１８項は、第１２項から第１７項までに定めるもののほか、その他各規定の施行に
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関し必要な事項は規則で定めるものでございます。 

  ３６ページから３７ページにかけての別表第１、第２及び第３については、再任用職

員を定年前再任用短時間勤務職員に変更し、基準給料月額を追記するものでございます。 

  ３７ページから３８ページにかけての別表第４は、３級に新たな職務として調整員を

追加するものでございます。 

  ３９ページをお開きください。 

  第８条は、紀美野町職員再任用条例の廃止でございます。 

  地方公務員法の改正により再任用制度が廃止されることに伴い、当該条例を廃止する

ものでございます。 

  続いて、附則でございます。 

  第１条は、施行期日を令和５年４月１日とするものでございます。 

  第２条は、令和３年改正法、暫定再任用職員、暫定再任用短時間勤務職員及び定年前

再任用短時間勤務職員について、用語を定義するものでございます。 

  第３条は、暫定再任用職員に係る第４条の規定による公益法人等への職員の派遣等に

関する条例の一部改正に伴う経過措置でございます。 

  ４０ページの第４条は、暫定再任用短時間勤務職員に係る第５条の規定による紀美野

町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に伴う経過措置でございます。 

  第５条は、紀美野町職員の給与条例の一部改正に伴う経過措置でございます。 

  第１項は、暫定再任用職員の給料月額の取扱いに係る規定でございます。 

  第２項は、育児短時間勤務をしている暫定再任用職員に対する取扱いに係る規定でご

ざいます。 

  第３項は、暫定再任用短時間勤務職員の給料月額に係る取扱いに関して、勤務時間に

応じて給料月額を計算するという規定でございます。 

  第４項は、暫定再任用短時間勤務職員の通勤手当、超過勤務手当は、定年前再任用短

時間勤務職員とみなして適用する規定でございます。 

  第５項は、暫定再任用職員の期末手当は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして適

用する規定でございます。 

  第６項は、勤勉手当について、暫定再任用職員にも適用する規定でございます。 

  ４１ページの第７項は、第３０条の２の規定について、暫定再任用職員にも適用する

ものでございます。 
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  第８項は、施行日前に定年の特例により、引き続いて勤務している職員について、新

給与条例の附則第１２項から第１８項までの規定は適用しないとするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第７９号、地方公務員法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の４２ページをお開きください。 

  議案第８０号、紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございますが、地方公務員法が改正され、段階的に定年が引き上げられる

こと等に伴い、紀美野町職員の定年等に関する条例の改正を行うものでございます。 

  ４３ページをお開きください。 

  紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町職員の定年等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中下線の部分である。 

  今回の改正では、本則を章立てにして、定年制度、管理監督職勤務上限年齢制及び定

年前再任用短時間勤務制について定めたため、題名の次に目次を置くこととしておりま

す。 

  目次としまして、第１章総則、第２章定年制度、第３章管理監督職勤務上限年齢制、

第４章定年前再任用短時間勤務制、第５章雑則、そして、附則でございます。 

  第１条は、地方公務員法改正に伴う引用規定の変更でございます。 

  ４４ページの第３条は、定年年齢に関する規定でございますが、定年の引上げにより、

定年年齢が原則６５歳となるものでございます。 

  また、第２項は、現在、定年年齢が６５歳となっている診療所の医師については７０

歳とするものでございます。 

  ４４ページから４６ページにかけての第４条は、定年による退職の特例として、特定

の事由がある場合に、定年を超えて引き続き勤務させることができるというものでござ

います。 

  ４６ページの第６条は、特定の年齢に達すると管理監督職から降任等する管理監督職

勤務上限年齢制の対象となる職員を定めるもので、給与条例に定める管理職手当を支給
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される職員を対象とするものでございます。 

  ただし、その職務と責任に特殊性がある診療所の医師には適用しないこととするもの

でございます。 

  第７条は、管理監督職勤務上限年齢については、条例で定めることとされており、そ

の年齢を６０歳とするものでございます。 

  第８条は、管理監督職勤務上限年齢に達した職員の降任等について、遵守すべき基準

を定めるものでございます。 

  第１号の基準は、当該職員の人事評価の結果または勤務の状況及び職務経験等に基づ

き、降任等をしようとする職の属する職制上の段階の標準的な職に係る標準職務遂行能

力及び当該降任等をしようとする職についての適性を有すると認められる職に降任等を

することとするものでございます。 

  第２号の基準は、役職定年による降任等後の職については、できる限り上位の職制上

の段階に属する職に降任等をすることとするものです。 

  第３号の基準は、役職定年により管理監督職である職員を非管理監督職に降任する際

に、その職員よりも上位の職制上の段階に属する職員についても役職定年により非管理

監督職に降任するような場合には、原則として同じ職制上の段階に属する非管理監督職

に降任させるか、それよりも下位の段階に属する非管理監督職に降任することとするも

のでございます。 

  ４７ページの第９条は、管理監督職勤務上限年齢による降任等及び管理監督職への任

用の制限の特例を定める規定でございます。 

  ４７ページから４８ページにかけての第１項は、職務遂行上の事情や職務の特殊性に

着目した特例任用について定めるものでございます。 

  第１号から第３号までに掲げる事由に該当する場合、職員の異動期間の末日後も１年

以内の期間で異動期間中に就いていた管理監督職に引き続き就かせることができるとい

うものでございます。 

  ４８ページから４９ページにかけての第２項は、一度延長した対象職員の異動期間を

延長された異動期間の末日の翌日から１年以内の期間でさらに延長することができる旨

を定めるものでございます。ただし、異動期間の末日の翌日から最長３年間とするもの

でございます。 

  ４９ページの第１０条は、第９条に規定する異動期間の延長について、あらかじめ職
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員の同意は必要である旨を定めるものでございます。 

  第１１条は、第９条に規定する異動期間の延長事由が消滅した場合、他の職への降任

等を行う旨を規定するものでございます。 

  ４９ページから５０ページにかけての第１２条は、新たに導入される定年前再任用短

時間勤務職員の任用に関する規定でございます。 

  定年前再任用短時間勤務制は、６０歳に達した日以後、定年前に退職した者を短時間

勤務の職に採用することができる制度でございます。 

  定年前再任用短時間勤務職員の任期は、定年前再任用の日から定年退職日相当日まで

となるものでございます。 

  第１３条は、組合を構成する地方公共団体と組合間の定年前再任用短時間勤務職員の

任用が可能とされており、その任用について規定するものでございます。 

  第１４条は、この条例の実施に関し必要な事項は規則で定めるものでございます。 

  ５０ページから５１ページにかけての制定附則第２項及び第３項は、定年に関する経

過措置を定めるものでございます。 

  第２項は、現行の定年年齢が６０歳の職員に対する定年の段階的引上げに関する経過

措置でございます。 

  第３項は、現行の定年年齢が６５歳の職員に対する定年の段階的引上げに関する経過

措置でございます。 

  ５１ページから５２ページにかけての制定附則第４項は、情報提供・意思確認制度に

関する規定でございます。 

  １点目として、職員が６０歳に達する日の属する年度の前年度に６０歳に達する日以

後に適用される任用、給与、退職手当の制度等に係る情報提供をすること。 

  ２点目として、６０歳の誕生日以降の勤務の意思または退職の意思等を確認するよう

努めることとするものでございます。 

  次に、改正附則でございます。 

  ５２ページの改正附則第１条は、施行期日について、令和５年４月１日から施行する

ものでございます。 

  また、改正附則第１１条は、令和５年度に６０歳に達する職員に対して、令和４年度

に情報提供・意思確認を行うための規定であるため、公布の日から施行することとする

ものでございます。 
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  改正附則第２条は、勤務延長に関する経過措置でございます。 

  ５２ページから５３ページにかけての第１項は、施行日前に勤務延長を行った職員に

ついても、第４条に規定に基づき、その期限を延長できることを規定するものでござい

ます。 

  ５３ページの第２項は、定年の段階的引上げ期間中において、勤務延長職員が一時的

に定年年齢に達していない時期が生じた場合であっても、定年に達している職員と同様

に昇任等ができないことを規定するものでございます。 

  ５３ページの第３項は、新条例第４条第３項から第５項までの規定は、第１項の規定

による勤務について準用するものでございます。 

  ５３ページから５６ページにかけての改正附則第３条から第６条までの規定は、定年

退職者等の再任用、暫定再任用に関する経過措置でございます。 

  ５３ページから５４ページにかけての第３条第１項は、施行日前に定年退職した者で、

６５歳に達する年度の末日までにある者等を規則で定める情報に基づく選考により、現

行の再任用制度と同様に１年以内の任期で常時勤務を要する職に採用することができる

ことを規定するものでございます。 

  ５４ページの第２項は、定年が６５歳となるまでの間、施行日以降に定年退職した者

で、６５歳に達する年度の末日までにある者等を規則で定める情報に基づく選考により、

現行の再任用制度と同様に１年以内の任期で常時勤務を要する職に採用することができ

ることを規定するものでございます。 

  ５４ページの第３項は、暫定再任用職員の任期は、６５歳に達する年度の末日まで、

１年ずつ更新することができることを規定するものでございます。 

  ５４ページから５５ページにかけての第４項は、暫定再任用職員の任期の更新は、勤

務実績が良好である場合に行うことができることを規定するものでございます。 

  ５５ページの第５項は、暫定再任用職員の任期の更新は、事前に本人の同意を得なけ

ればならないことを規定するものでございます。 

  ５５ページの改正附則第４条は、組合を構成する地方公共団体と組合間の暫定再任用

の規定でございます。 

  第１項は、施行日前に組合を定年退職した者で、６５歳に達する年度の末日までにあ

る者等を規則で定める情報に基づく選考により、現行の再任用制度と同様に、１年以内

の任期で常時勤務を要する職に採用することができることを規定するものでございます。 
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  第２項は、定年が６５歳となるまでの間、施行日以降に組合を定年退職した者で、６

５歳に達する年度の末日までにある者等を規則で定める情報に基づく選考により、現行

の再任用制度と同様に、１年以内の任期で常時勤務を要する職に採用することができる

ことを規定するものでございます。 

  第３項は、前２項の場合においては、前条第３項から第５項までの規定を準用するも

のでございます。 

  ５５ページの改正附則第５条第１項は、施行日前に定年退職した者で、６５歳に達す

る年度の末日までにある者等を規則で定める情報に基づく選考により、現行の再任用制

度と同様に、１年以内の任期で短時間勤務の職に採用することができることを規定する

ものでございます。 

  ５５ページから５６ページにかけての第２項は、定年が６５歳となるまでの間、施行

日以降に定年退職した者で、６５歳に達する年度の末日までにある者等を規則で定める

情報に基づく選考により、現行の再任用制度と同様に、１年以内の任期で短時間勤務の

職に採用することができることを規定するものでございます。 

  ５６ページの第３項は、前２項の場合においては、附則第３条第３項から第５項まで

の規定を準用するものでございます。 

  ５６ページの改正附則第６条は、組合を構成する地方公共団体と組合間の暫定再任用

の規定でございます。 

  第１項は、施行日前に組合を定年退職した者で、６５歳に達する年度の末日までにあ

る者等を規則で定める情報に基づく選考により、現行の再任用制度と同様に、１年以内

の任期で短時間勤務の職に採用することができることを規定するものでございます。 

  第２項は、定年が６５歳となるまでの間、施行日以降に組合を定年退職した者で、６

５歳に達する年度の末日までにある者等を規則で定める情報に基づく選考により、現行

の再任用制度と同様に、１年以内の任期で短時間勤務の職に採用することができること

を規定するものでございます。 

  第３項は、前２項の場合においては、附則第３条第３項から第５項までの規定を準用

するものでございます。 

  ５６ページの改正附則第７条は、改正法附則第８条第３項の条例で定める職及び条例

で定める年齢を定める規定でございます。 

  同項の趣旨としましては、暫定再任用職員を昇任、降任、転任により、任期の定めの
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ない職員とすることはできないというものでございます。 

  ５７ページの改正附則第８条は、改正法附則第８条第４項の規定により、読み替えて

適用する新法第２２条の４第４項の条例で定める職及び条例で定める年齢を定める規定

でございます。 

  同項の趣旨としましては、短時間勤務の職に任用することができる者を定年前再任用

短時間勤務職員に限定していますが、加えて、暫定再任用短時間職についても、短時間

勤務の職に任用できることとするものでございます。 

  改正附則第９条は、改正法附則第８条第５項の条例で定める職並びに条例で定める者

及び条例で定める職員を定める規定でございます。 

  同項の趣旨としましては、施行日以降、退職者の暫定再任用は、その職に係る定年年

齢に達している者を対象としていますが、定年が引き上がる日においては、一旦定年年

齢に達していた者が再び定年年齢未満になってしまうため、これらの者について、当該

日以後も定年に達しているものとみなすというものでございます。 

  ５７ページから５８ページにかけての改正附則第１０条は、定年の段階的引上げ期間

中においては、定年前再任用短時間勤務職員の任期終了時点で再び定年前となる場合が

あるため、改めて定年前再任用短時間勤務職員に採用等することができないことを規定

するものでございます。 

  ５８ページの改正附則第１１条は、改正法附則第２条第３項に規定する条例で定める

年齢を定める規定でございます。 

  令和５年度に６０歳に達する職員に対しては、改正法附則第２条第３項の規定に基づ

き、令和４年度に情報提供・意思確認を行う必要があり、その年齢を規定するものでご

ざいます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８０号、紀美野町職員の定年等に関する条例の

一部を改正する条例の説明とさせていただきます。御審議の上、原案どおり御可決賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    しばらく休憩します。 

  休 憩 

（午前１０時３３分） 

――――――――――――――――――― 
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 再 開 

○議長（伊都堅仁君）    休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１０時４５分） 

◎日程第２２ 議案第８４号 紀美野町児童館条例の一部を改正する条例について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２２、議案第８４号、紀美野町児童館条例の一部を

改正する条例について議題とします。 

  説明を求めます。教育次長、曲里君。 

（教育次長 曲里充司君 登壇） 

○教育次長（曲里充司君）    議案書の８６ページをお開きください。 

  議案第８４号、紀美野町児童館条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町児童館条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項

の規定により議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  提案理由でございます。 

  児童等の利用減少に伴い休館している紀美野町吉野児童館、紀美野町小畑児童館及び

紀美野町動木児童館を廃館とし、紀美野町吉野児童館を吉野西集会所に、紀美野町動木

児童館を曲谷集会所に用途変更するため、紀美野町児童館条例の改正を行うものでござ

います。 

  近年の児童数の減少や、放課後の過ごし方が多様化してきています。自宅で遊ぶツー

ルや機会が多くなり、集団の時代から個の時代にシフトしてきています。その状況の下、

利用者数の減少により、小畑児童館は平成２５年１０月１日から、吉野児童館と動木児

童館は令和３年６月１日から休館としておりました。今後も児童数の増加や館利用者の

増加が見込めない状況であるため、小畑児童館、動木児童館、吉野児童館を廃館するも

のでございます。 

  また、児童館所在の３地区区長さんなどと協議を行い、廃館する３児童館のうち、地

区として引き続き集会所として利用したいと申出のありました吉野児童館、動木児童館

について、それぞれ、吉野西集会所、曲谷集会所に用途変更をするものでございます。 

  議案書の８７ページになります。 

  紀美野町児童館条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町児童館条例の一部を次のように改正する。 
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  なお、改正部分は次の表中太線の部分である。 

  第２条、児童館の名称及び位置は次のとおりとなります。 

  小畑児童館、動木児童館、吉野児童館を廃館するものでございます。 

  附則でございます。 

  第１項は、施行期日でございます。この条例は令和５年の４月１日から施行するもの

でございます。 

  議案書の８８ページから９１ページになります。 

  第２項、紀美野町地区集会所条例の一部を改正する条例でございます。 

  紀美野町地区集会所条例の一部を次のように改正する。 

  なお、改正部分は次の表中太線の部分である。 

  動木児童館を曲谷集会所として、吉野児童館を吉野西集会所として用途を変更し、集

会所として利用を継続していくものでございます。 

  以上、紀美野町児童館条例の一部を改正する条例の説明とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

（教育次長 曲里充司君 降壇） 

◎日程第２３ 議案第８５号 指定管理者の指定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２３、議案第８５号、指定管理者の指定について議

題とします。 

  説明を求めます。産業課長、吉見君。 

（産業課長 吉見將人君 登壇） 

○産業課長（吉見將人君）    それでは、議案書の９２ページをお開きください。 

  議案第８５号、指定管理者の指定について。 

  地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、次のとおり公の施設の指定管理者を

指定することについて議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  １、指定管理者に管理を行わせる施設でございますが、紀美野町井堰１２４番地１、

紀美野町雨山水辺公園でございます。 

  ２、指定管理者に指定する団体でございますが、紀美野町初谷１０番地、雨山の郷プ

ロジェクト。代表者 岡 博誠でございます。 

  ３、指定する期間でございますが、令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで
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の５年間でございます。 

  今回の指定管理につきまして、令和４年９月２８日より約１か月間、公募を行ったと

ころ、現在、指定管理者として指定している雨山の郷プロジェクトのみの応募があり、

指定管理者候補者選定委員会において審査の結果、今後の運営体制や公園の管理、公共

性等について、基準点を大きく上回ったとの審査結果があり、指定管理者として指定す

ることを提案するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８５号の説明とさせていただきます。どうかよ

ろしくお願いいたします。 

（産業課長 吉見將人君 降壇） 

◎日程第２４ 議案第８６号 指定管理者の指定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２４、議案第８６号、指定管理者の指定について議

題とします。 

  説明を求めます。教育次長、曲里君。 

（教育次長 曲里充司君 登壇） 

○教育次長（曲里充司君）    議案書の９３ページを御覧ください。 

  議案第８６号、指定管理者の指定についてでございます。 

  地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、次のとおり公の施設の指定管理者を

指定することについて議会の議決を求める。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  令和３年の７月７日にみさと天文台リニューアルオープンと同時に、隣接の宿泊施設

として紀州材の家具や広々としたウッドデッキを新たに整備し、ガスグリルによるバー

ベキューを楽しめる３棟の紀美野町星の動物園バンガローがリニューアルオープンをい

たしました。 

  管理運営については、業務の効率化やサービスの向上のため、令和３年度から現在ま

で、株式会社海南社に委託を行っているところでございます。 

  紀美野町星の動物園バンガローの指定管理について、より一層のサービスの向上と業

務の効率化を目指すため、紀美野町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条

例に基づき、令和４年９月２８日から約１か月間、公募を行った結果、株式会社海南社、

１団体の応募があったものでございます。 

  効率的かつ効果的に管理を行っていただける団体であるかどうかなど、令和４年の１
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１月７日に選定委員会の皆様方に御審議をいただき、指定管理者の候補者として認めら

れたところでございます。 

  指定管理者に管理を行わせる施設の所在地は、紀美野町松ケ峯９９番地１３ほかでご

ざいます。 

  名称は、紀美野町星の動物園バンガローでございます。 

  指定管理者に指定する団体の所在地は、和歌山県海南市井田１３６番地１。名称は、

株式会社海南社。代表者は、代表取締役 半田雅義でございます。 

  指定する期間は、令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まででございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

（教育次長 曲里充司君 降壇） 

◎日程第２５ 議案第８８号 令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２５、議案第８８号、令和４年度紀美野町一般会計

補正予算（第７号）について議題とします。 

  説明を求めます。総務課長、坂君。 

（総務課長 坂 詳吾君 登壇） 

○総務課長（坂 詳吾君）    それでは、議案書の９６ページをお開きください。 

  議案第８８号、令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）。 

  令和４年度紀美野町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,７８４万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９５億１,０９４万７,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費の補正） 

  第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 
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  第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書に沿って説明させていただきます。 

  お配りしてございます補正予算説明資料も併せて御覧いただきたく存じます。 

  それでは、予算に関する説明書の３ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 

  １款町税、２項１目固定資産税１５６万８,０００円の減額補正で、新型コロナウイ

ルス感染症等に係る課税標準の特例による現年課税分の減額でございます。 

  １０款地方特例交付金、２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別

交付金１５６万８,０００円の増額補正で、新型コロナウイルス感染症等に係る課税標

準の特例による固定資産税等の減収を補塡するための新型コロナウイルス感染症対策地

方税減収補塡特別交付金でございます。 

  １５款国庫支出金、１項１目民生費国庫負担金１,９６６万円の増額補正で、障害者

自立支援給付費負担金１,５８０万円と障害児入所給付費等負担金３８６万円でござい

ます。 

  ３目災害復旧費国庫負担金１,３３４万円の増額補正で、町道市場箕六線道路災害復

旧工事に充当する公共土木施設災害復旧費負担金でございます。 

  １６款県支出金、１項１目民生費県負担金８４５万７,０００円の増額補正で、障害

者自立支援給付費負担金で７９０万円、障害児入所給付費等負担金で１９３万円の増額

及び後期高齢者医療保険基盤安定制度負担金の額の確定に伴う１３７万３,０００円の

減額でございます。 

  ４ページにわたりまして、２項４目農林水産業費県補助金４３万３,０００円の増額

補正で、情報収集等業務効率化支援事業補助金１２万３,０００円及び土地改良事業等

補助金３１万円でございます。 

  ３項１目総務費県委託金４１２万８,０００円の増額補正で、和歌山県議会議員選挙

執行委託金でございます。 

  １９款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で７,１１７万９,０００円の増額補正で

ございます。 

  ３目ふるさとまちづくり応援基金繰入金１,２６５万円の減額補正で、給水車購入事

業で１,０１５万円の減額、農林商工まつり実行委員会補助事業で２５０万円の減額で
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ございます。 

  ２１款諸収入、４項１目雑入１８９万３,０００円の増額補正で、燃料費等の高騰に

よる総合福祉センターでの町社会福祉協議会負担金の電気使用料で３５万円、ガス使用

料で７９万円、また、中山間地域等直接支払交付金過年度返還金として９万３,０００

円、転入・転出ワンストップ支援サービスのうち、申請管理システム導入支援費分に充

当するため、デジタル基盤改革支援補助金として６６万円をそれぞれ計上してございま

す。 

  ５ページにわたりまして、２２款町債、１項６目土木債４８０万円の増額補正で、町

道吉見住宅団地１号線舗装補修事業に合併特例債を充当するものでございます。 

  １０目災害復旧債６６０万円の増額補正で、町道市場箕六線道路災害復旧事業に現年

補助災害復旧事業債を充当するものでございます。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  予算に関する説明書の６ページをお開きください。 

  歳出の中で、給料、職員手当等、共済費の人件費の補正につきましては、人事院の勧

告に伴うものが主な要因でございます。 

  この後、随所に計上してございますが、同様の理由でございますので、説明を省略さ

せていただきますことを御了承くださいますようお願いいたします。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費４６９万１,０００円の増額補正で、人件費２２７

万７,０００円と燃料費等の高騰による役場本庁舎のガス代及び電気料で２０３万３,０

００円、本庁舎への進入路が夜間暗いため、外灯を設置する工事費として３８万１,０

００円をそれぞれ計上してございます。 

  ５目企画費４５万２,０００円の増額補正で、人件費でございます。 

  ６目電子計算費２４９万９,０００円の増額補正で、人件費５１万９,０００円と転

入・転出ワンストップ支援サービスに関連する申請管理のシステムを導入するため、電

算システム導入支援委託料として１９８万円をそれぞれ計上してございます。 

  ７ページにわたりまして、８目自治振興費１３万８,０００円及び９目交通安全対策

費２万円は、超過勤務手当の増額補正でございます。 

  １１目防災諸費２６万９,０００円の増額補正で、人件費でございます。 

  ３項１目戸籍住民基本台帳費１５万８,０００円の増額補正で、人件費でございます。 
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  ８ページにわたりまして、４項４目和歌山県議会議員選挙費４１２万８,０００円の

増額補正で、和歌山県議会議員選挙に係る選挙執行経費でございます。 

  ３節の職員手当等から１７節の備品購入費に至る全ての財源は、県支出金を充当して

ございます。 

  ３款民生費、１項２目国民年金事務費８万円の増額補正で、人件費でございます。 

  ３目老人福祉費４３７万１,０００円の減額補正で、人件費で１２万９,０００円の増

額と新型コロナウイルス感染拡大により中止となりました敬老会演芸委託料４５０万円

の減額でございます。 

  ４目障害者福祉費３,９３２万円の増額補正で、介護給付費訓練等給付費で３,１６０

万円、障害児給付費で７７２万円をそれぞれ計上してございます。 

  ９目総合福祉センター管理運営費３８０万４,０００円の増額補正で、燃料費等の高

騰による総合福祉センターのガス代及び電気料でございます。 

  １２目介護保険事業費５万円の増額補正で、介護保険事業特別会計への繰出金でござ

います。 

  ９ページに移りまして、１３目後期高齢者医療費１,６３４万７,０００円の減額補正

で、後期高齢者医療特別会計への繰出金の減額でございます。 

  ２項１目児童福祉総務費７万６,０００円の増額補正で、人件費でございます。 

  ２目青少年対策費５９０万６,０００円の減額補正で、人件費で９万４,０００円の増

額と新型コロナウイルス感染拡大により中止となりました夏まつり実行委員会への補助

金６００万円の減額でございます。 

  １０ページにわたりまして、４目こども園費３４４万２,０００円の増額補正で、人

件費で１７９万３,０００円と燃料費等の高騰によるこども園のガス代及び電気料で１

６４万９,０００円を計上してございます。 

  ５目児童館運営費１４万円の減額補正で、新型コロナウイルス感染拡大により中止と

なりましたこどもまつりの補助金の減額でございます。 

  ４款衛生費、１項５目環境衛生費６９４万１,０００円の減額補正で、人件費で１２

万４,０００円の増額と、簡易水道事業会計への補助金１,０１５万円の減額及び簡易水

道事業特別会計への繰出金３０８万５,０００円の増額をそれぞれ計上してございます。 

  ２項１目清掃総務費５万２,０００円の増額補正で、紀の海広域施設組合管理運営負

担金でございます。 
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  １１ページにわたりまして、５款農林水産業費、１項１目農業委員会費３３万２,０

００円の増額補正で、人件費で９万９,０００円と農業委員会による情報収集等の業務

効率化を行うためのタブレット端末の購入等に要する経費として２３万３,０００円の

計上をしてございます。 

  ３目農業振興費２８５万円の減額補正で、燃料費等の高騰による産品加工所のガス代

及び電気料で１０万円の増額、経営所得安定対策等推進事業費補助金で３０２万円の減

額、中山間地域等直接支払交付金過年度返還金で７万円の増額をそれぞれ計上してござ

います。 

  ４目耕地総務費２３６万７,０００円の増額補正で、人件費で６万７,０００円と農業

集落排水事業特別会計への繰出金２３０万円でございます。 

  ６目農業用施設維持費１００万円の増額補正で、農業用施設維持補修工事費でござい

ます。 

  ７目地籍調査事業費３１万円の増額補正で、人件費でございます。 

  １２ページに移りまして、４項１目山村振興総務費１８８万８,０００円の減額補正

で、人件費で３０万２,０００円の増額、新型コロナウイルス感染拡大により中止とな

りました町農林商工まつり実行委員会への補助金２５０万円の減額、直接施工獣害対策

補助金として３１万円の増額を計上してございます。 

  ６款商工費、１項１目商工振興費１２万円の増額補正及び２目観光費１１万７,００

０円の増額補正で、いずれも人件費でございます。 

  １３ページに移りまして、７款土木費、１項１目土木総務費１８１万円の増額補正で、

国道３７０号大角三尾川大橋開通式に要する経費を計上してございます。 

  ２項１目道路橋りょう維持費３,０００万円の増額補正で、町道補修及び舗装生活関

連工事費でございます。 

  ２目道路橋りょう新設改良費５２８万５,０００円の増額補正で、人件費で２８万５,

０００円と町道吉見住宅団地１号線舗装工事費５００万円をそれぞれ計上してございま

す。 

  １４ページに移りまして、３項１目住宅管理費２,４７３万円の増額補正で、人件費

で３万８,０００円と町営住宅野中団地の住宅の傾きに対応するための工事費２,４６９

万２,０００円をそれぞれ計上してございます。 

  ５項１目建設残土処理費２９万３,０００円の増額補正で、人件費でございます。 
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  １５ページにわたりまして、８款消防費、１項１目常備消防費２９９万３,０００円

の増額補正で、人件費で２１９万３,０００円と燃料費等の高騰による消防庁舎の電気

料で８０万円をそれぞれ計上してございます。 

  ９款教育費、１項２目事務局費５５万２,０００円の増額補正で、人件費でございま

す。 

  ４目教育振興費５０万８,０００円の増額補正で、国保野上厚生総合病院附属看護専

門学校への授業料等減免補助金でございます。 

  ２項１目学校管理費２４５万９,０００円の増額補正で、人件費で２３万３,０００円

と燃料費等の高騰による小学校の灯油、ガス代及び電気料で２２２万６,０００円をそ

れぞれ計上してございます。 

  １６ページに移りまして、３項１目学校管理費１６７万１,０００円の増額補正で、

燃料費等の高騰による中学校の灯油、ガス代及び電気料で７０万４,０００円、修繕料

で美里中学校体育館照明取替工事費９６万７,０００円をそれぞれ計上してございます。 

  ４項３目公民館費１６４万９,０００円の増額補正で、燃料費等の高騰による中央公

民館のガス代及び電気料でございます。 

  ４目人権教育費３７万円の増額補正及び７目星の動物園管理運営費２４万２,０００

円の増額補正で、いずれも人件費でございます。 

  １７ページにわたりまして、５項１目保健体育総務費２９万６,０００円の増額補正

で、人件費でございます。 

  １０款災害復旧費、１項１目道路橋りょう災害復旧費２,０００万円の増額補正で、

町道市場箕六線道路災害復旧工事費でございます。 

  恐れ入りますが、議案書の１００ページに戻っていただきたいと存じます。 

  第２表、繰越明許費補正でございます。 

  追加しますのは７款土木費、３項住宅費、事業名は町営住宅野中団地沈下対策事業で、

事業費は２,４６９万２,０００円と、８款消防費、１項消防費、事業名は紀美野町消防

団第８・９分団統合分団庫新築事業で、事業費は４,０８４万６,０００円でございます。 

  第３表、債務負担行為補正でございます。 

  追加するものは、紀美野町雨山水辺公園施設管理委託料で、期間については、令和５

年度から令和９年度で、各年度の限度額は、それぞれ８１万８,０００円とするもので

ございます。 



－４７－ 

  また、もう一つは、紀美野町星の動物園バンガロー施設管理委託料で、期間について

は、令和５年度から令和９年度で、各年度の限度額は、それぞれ４９６万円とするもの

でございます。 

  続きまして、第４表、地方債補正でございます。 

  追加するものは、災害復旧事業債で、限度額は６６０万円でございます。 

  起債の方法は、普通貸借または証券発行、利率につきましては３.０％以内、ただし、

利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の

見直しを行った後においては、当該見直し後の利率といたします。 

  次に、償還の方法ですが、政府資金については、その融資条件により、銀行、その他

の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により、据置期

間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換えすることができるとす

るものでございます。 

  また、変更するものは、一般単独事業債で、限度額を４８０万円増額の８億５８０万

円にしてございます。 

  なお、補正後の起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでござ

います。 

  以上、議案第８８号、令和４年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）の説明とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（総務課長 坂 詳吾君 降壇） 

◎日程第２６ 議案第８９号 令和４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

              ２号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２６、議案第８９号、令和４年度紀美野町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）について議題とします。 

  説明を求めます。住民課長、東浦君。 

（住民課長 東浦功三君 登壇） 

○住民課長（東浦功三君）    それでは、議案書の１０２ページを御覧ください。 

  議案第８９号、令和４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。 

  令和４年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１５１万６,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９,６０７万７,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  それでは、予算に関する説明書２１ページを御覧ください。 

  説明資料のほうは１９ページでございます。 

  歳入でございます。 

  ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は１,６３４万７,０００円の減額補正でござい

ます。 

  ２節の保険基盤安定繰入金は、保険基盤安定負担金の減額に伴い、１８３万円の減額、

３節の療養給付費繰入金は、令和３年度の広域連合納付金が精算されましたので、財源

の振り替えによる１,４８３万１,０００円の減額、４節職員給与費繰入金は、人事院勧

告に伴う人件費３１万４,０００円の増額でございます。 

  ５款諸収入、３項１目雑入は、先ほど申しました令和３年度の広域連合納付金の精算

金１,４８３万１,０００円の増額補正でございます。 

  続いて、予算に関する説明書２２ページを御覧ください。 

  説明資料のほうは２０ページでございます。 

  歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費は、人事院勧告に伴う人件費１８万１,０００円の

増額補正でございます。 

  ２節給料、３節職員手当等、４節共済費で増額となっております。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は１８

３万円の減額補正で、基盤安定負担金の減額によるものでございます。 

  ３款保険事業費、１項１目保険事業と介護予防の一体化事業費は、人事院勧告に伴う

人件費１３万３,０００円の増額補正でございます。 

  ３節職員手当等、４節共済費で増額となっております。 

  以上で、議案第８９号の説明といたします。どうかよろしくお願いいたします。 

（住民課長 東浦功三君 降壇） 

◎日程第２７ 議案第９０号 令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３ 
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              号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２７、議案第９０号、令和４年度紀美野町介護保険

事業特別会計補正予算（第３号）について議題とします。 

  説明を求めます。保健福祉課長、森谷君。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦君）    それでは、議案書の１０６ページをお開きくださ

い。 

  議案第９０号、令和４年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）。 

  令和４年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４万５,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１,６０４万９,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  なお、今回の補正予算内容は、国の人事院勧告に準ずる職員給与改定に伴う所要額の

補正でございます。 

  それでは、予算に関する説明書の２５ページをお開きください。 

  また、予算説明資料は２１ページからとなりますので、併せて御覧ください。 

  歳入でございます。 

  ３款国庫支出金、２項１目調整交付金は１万５,０００円、２目地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）は３万１,０００円、３目地域支援事業交付金

（包括的支援事業・任意事業）は５万９,０００円の増額補正です。 

  次に、４款支払基金交付金、１項２目地域支援交付金は４万１,０００円の増額補正

です。 

  ５款県支出金、２項１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）は

１万９,０００円、２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）は３万円の

増額補正です。 

  ２６ページを御覧ください。 
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  ７款繰入金、１項２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）が２

万円、３目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）は３万円の増

額補正です。 

  続いて、２７ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  ３款地域支援事業費、２項１目一般介護予防事業費は１５万４,０００円の増額補正

です。人事院勧告に伴う勤勉手当及びそれに伴う一般共済費の増額補正でございます。 

  また、同様の理由により、３項１目総合相談事業費についても、１５万４,０００円

の増額補正でございます。 

  ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金は６万３,０００円の減額補正

です。 

  以上、簡単でございますが、議案第９０号の説明といたします。よろしくお願いしま

す。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 降壇） 

◎日程第２８ 議案第９１号 令和４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２８、議案第９１号、令和４年度紀美野町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）について議題とします。 

  説明を求めます。建設課長、米田君。 

（建設課長 米田和弘君 登壇） 

○建設課長（米田和弘君）    それでは、議案書の１１０ページをお願いいたします。 

  議案第９１号、令和４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。 

  令和４年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７,８３１万８,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 
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  それでは、予算に関する説明書の３１ページをお願いいたします。 

  補正予算説明資料は２５ページを御覧ください。 

  ２、歳入でございます。 

  ４款繰入金、１項１目繰入金で、一般会計からの繰入金２３０万円の増額補正をお願

いするものでございます。 

  続きまして、次の３２ページを御覧ください。 

  補正予算説明資料は２６ページでございます。 

  ３、歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費で２３０万円の増額補正でございます。内訳といた

しましては、昨今の燃料等高騰に係る電気使用料の補正で、１０節需用費の電気料で５

０万円の増額補正、落雷に起因すると思われる警報装置や施設設備等の修繕料で１８０

万円の増額補正をお願いするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、令和４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）の説明とさせていただきます。御審議の上、御可決賜りますようどうかよ

ろしくお願いいたします。 

（建設課長 米田和弘君 降壇） 

◎日程第２９ 議案第９２号 令和４年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第３号）について 

◎日程第３０ 議案第９３号 令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３ 

              号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２９、議案第９２号、令和４年度紀美野町東部簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）について及び日程第３０、議案第９３号、令和４

年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）について一括議題とします。 

  説明を求めます。水道課長、長生君。 

（水道課長 長生正信君 登壇） 

○水道課長（長生正信君）    それでは、議案書１１４ページをお開きください。 

  議案第９２号、令和４年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。 

  令和４年度紀美野町の東部簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３０８万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億７,６３４万６,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書３５ページをお開きください。 

  説明資料では２７ページからとなってございます。 

  ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金３０８万５,０００円の増額でございます。 

  ５款繰越金、１項１目繰越金については、前年度の繰越金の額の確定によるもので、

５,０００円の減額でございます。 

  繰入金の増額につきましては、３６ページ、歳出におきまして、１款１項１目一般管

理費３０８万円の増額でございます。 

  ３節、４節については、人勧及び職員の住居地変更等に伴う人件費の補正でございま

す。 

  １０節の電気料につきましては、電気料金の高騰に伴う不足額の補正となってござい

ます。 

  以上、簡単ではございますが、令和４年度紀美野町東部簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書１１８ページをお開きください。 

  議案第９３号、令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）。 

  （総則） 

  第１条、令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

  （収益的収入及び支出の補正） 

  第２条、令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  収入です。 

  第１款水道事業収益８万４,０００円増額の１億９,８０３万９,０００円。 

  第２項営業外収益８万４,０００円増額の１億２,７９８万７,０００円。 

  支出です。 
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  第１款水道事業費用２４９万４,０００円増額の１億７６１万７,０００円。 

  第１項営業費用２４９万４,０００円増額の９,７４９万９,０００円。 

  （資本的収入及び支出の補正） 

  第３条、予算第４条本文括弧書中「不足する額２,７８３万８,０００円は当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額２,０８３万８,０００円、減債積立金７００万円

で補塡するものとする」を「不足する額２,９２１万４,０００円は当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額２,２２１万４,０００円、減債積立金７００万円で補塡す

るものとする」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  収入です。 

  第１款資本的収入３２７万５,０００円を減額し、５億７,７０５万２,０００円。 

  第２項補助金３２７万５,０００円を減額し、１,３７５万２,０００円。 

  支出です。 

  第１款資本的支出１８９万９,０００円を減額し、６億６２６万６,０００円。 

  第１項建設改良費１８９万９,０００円を減額し、５億７,８４６万９,０００円。 

  （他会計からの補助金） 

  第４条、給水車購入の補助を受けるため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

１,０１５万１,０００円を減額し、６８７万６,０００円とする。 

                 令和４年１１月２９日提出 紀美野町長 小川裕康 

  予算に関する説明書の３９ページをお開きください。 

  説明資料では２９ページでございます。 

  令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算（第３号）実施計画明細書でござ

います。 

  収益的収入及び支出の収入でございます。 

  １款２項５目２節その他雑収益で８万４,０００円の増額でございます。支出が増加

したことによる消費税及び地方消費税の還付額が増加したものでございます。 

  次に、４０ページの支出でございます。 

  １款１項２目配水及び給水費、４目業務及び総経費の給料及び手当につきましては、

人勧に伴う人件費の補正でございます。 

  １目５節の動力費につきましては、下佐々浄水場の施設に使用される動力費及び事務

所等の電気料金でございます。昨年度以降、電気料金が高騰しており、本年度に入って
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からも値上がりが続いている状況であり、２７０万円の増額補正でございます。 

  ２目１２節におきましても、中継ポンプ場での電気料金１２万円の増額補正をお願い

するものでございます。 

  ６目１節固定資産除却費は、車両の除却費を５６万４,０００円減額するものでござ

います。こちらの減額理由といたしましては、当初、給水車購入については買換えを検

討してございました。しかしながら、今年度に入り、和歌山県のほうにおきまして、給

水車購入に対する時限的な補助金制度ができたものでございます。この補助金制度の交

付条件につきましては、買換えというものは対象外となってございました。現在給水車

を所有していない自治体の新規購入または追加購入が条件ということでございました。

そのため、様々検討を行った結果、追加購入による補助を受けることに至りました。こ

のため、現在の給水車の廃棄処分の除却費用を計上しておりました費用を減額するもの

でございます。 

  次のページをお開きください。 

  （資本的収入及び支出） 

  収入でございます。 

  １款２項１目１節一般会計補助金で１,０１５万１,０００円の減額でございます。減

額理由といたしましては、給水車の入札差額と県補助金２分の１の減額をするものでご

ざいます。 

  ２目１節県補助金として６８７万６,０００円の補正でございます。 

  支出でございます。 

  １款１項１目１節建設改良費で、給水車購入の入札差額１８９万９,０００円の減額

でございます。 

  ４２ページからは補正額に係るキャッシュ・フロー及び貸借対照表を添付させていた

だいております。 

  以上、簡単ではございますが、令和４年度紀美野町西部簡易水道事業会計補正予算

（第３号）の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  お諮りします。 

  明日３０日から１２月５日までの６日間、議案精読のため休会し、１２月６日午前９



－５５－ 

時から会議を開きたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  よって、そのように決しました。 

 散 会 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午前１１時３９分） 

 


